
 四日市版コミュニティスクール報告書（平成２９年度総括） 

 

四日市市立中部中学校 

校長  吉田 隆    

 

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

 ～運営協議会テーマ「参画と評価」～ 

平成２１年度から市のコミュニティスク－ル推進校として、過去３年間（平成１８年～２０年）の

調査研究の実態（成果と課題）をいかし、さらなる推進をめざしてきました。今年度も「参画と評価」

をキーワードに、活動方針を以下のように設定しています。 

（１） 学校訪問などにより、学校教育活動への参画と評価により支援します。 

（２） 地域の声を協議会へ、教育活動の様子を地域へと情報の橋渡しをします。 

（３） 学校自己評価（中部中の教育調査）の評価項目の検討をします。 

（４） 学校自己評価結果や学校づくりビジョンに対する学校関係者評価をします。 

（５） 学校関係者評価に示された提言について、学校の教育活動の推進を見守りサポ－トします。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 

＜地域や幼稚園との連携の深まり＞ 

９月、運営協議会の方々も訓練の主催者として実施

される共同地区防災訓練では、生徒と地域が協働し、

アルファ米の炊き出し訓練、消火・放水訓練、救命訓

練を行いました。地域の方とコミュニケーションをと

り訓練する様子から、災害時、「共助」のリーダーとし

て中学生の力が期待されていることを実感しました。また、１月には幼稚園との合同津波避難訓練を

行いました。地域の園児にとっても、中学生が「頼りになる存在、安心できる存在」として認識して

もらっています。 

クールビズ期のスタッフポロシャツは、職員だけでなく、

委員の皆さんやＰＴＡ本部の方にも着用していただき、

様々な教育活動（学校見学会・公開授業・学年や全校行事・

講演会等）に参画していただいています。教育目標「美し

く生きる」の地域への浸透と「チーム CHUBU」を意識する

取組みとなっています。 

 

＜教育活動充実のための支援＞ 

「地域スペシャリスト授業」 

委員の皆さんを通じて地域との連携が広がり、地域の「その道の達人」を講

師とした授業を行っています。地域の伝統文化にふれたり、その人の生き方に

ついて考えを深めたりするよい機会となっており、今年度は「生花」「着付け」

「陶芸」「日永団扇」「和菓子」「茶道」を開設しました。  

平成２３年度より「茶道」では、委員の方の薦めとご紹介により、泗水庵に
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て行い、茶道の雰囲気をより感じることができるようになりました。 

 

「職場体験学習活動」 

 事前学習では、「働くうえで大切なこと」をテーマに、

委員の皆さんをパネラーに、パネルディスカッションを

行っていただきました。生徒との対話を通して委員の皆

さんの生き方、経験談に触れ、キャリア育成に大いに役

立つものとなりました。 

職場体験当日は、各事業所を訪問していただき、生徒

への励ましや事業所の方々との情報交換をお願いし、学校と事業所のパイプ役を担っていただいてい

ます。 

 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

＜協議会での委員による活発な意見＞  

今年度も協議会３回と意見交換会２回に分けて開催しました。

協議会では毎回、６部会（学校運営、道徳・人権、教科授業づ

くり、生徒指導・特別支援教育、国際理解教育）の担当から取

組の説明を行い、委員の皆さんから地域から見たご意見をいた

だきました。また、意見交換会では、授業や行事の参観後に委

員の皆さんの視点から感想や評価を、年度末には学校自己評価

の結果をもとに本年度の反省と来年度に向けての意見をいただいています。特に本年度の関係者評価

では、本年度改訂の学校づくりビジョン重点項目「学校づくりの四つの決意」にそって具体的かつ暖

かいご意見をいただき、次年度の方向付けとなりました。 

 

３ 今後に向けて 

本年度も数多くの教育活動に参画していただき、評価をしていただいた

と思います。特に職場体験事前学習での委員の皆さんによるパネルディス

カッションは、委員の方の生き方に触れ、生徒は改めて地域の暖かい見守

りを実感できました。委員の皆さんからも好評で、ぜひ次年度以降も続け

ていきたい取組となりました。 

10 年にわたるこの地道な日々の取り組みが評価され、本年度、「地域学

校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰を受賞していただけたことは、

学校としても誇らしく、試行錯誤してきた活動に確信がもてました。 

平成29.30年度の学校づくりビジョンをもとにご意見をいただいた学校関係者評価においては、「学

校づくりの四つの決意」（夢中になる授業・さまざまな個性が輝く生徒・やりがいを持って生徒と向き

合える教職員・チームCHUBU）について、実に細やかに、また、あたたかく見守っていただいてい

ることを実感しました。生徒の挨拶、シラバスや春休みの宿題、外国人教育や特別支援教育、不登校

問題、運営協議会の参画の方法、さらには教職員の過重労働にまで、多岐にわたり考えていただき、

提言をいただきました。今後もよいパートナーシップを築き、共に本校教育を推進していきたいと考

えております。 



平成２９年度四日市版コミュニティスクール活動報告 
 

学 校  中部中学校    
 

委員長  田中 茂毅    
 

校 長  吉田  隆    
 

 

月 
日 

協議会の開催 活動内容（学校行事関連含む） 

４    

５ 

23 第１回運営協議会 ○市教育委員会より委嘱状交付式 

○運営協議会組織確立について 

○学校づくりビジョン承認に関する件 

○年間計画と各部の活動方針について検討 

①土曜学習[第１回学校見学会]参観（５／２０） 

６ 

 
17 

 
第２回運営協議会 

②学びの一体化公開授業参観（６／７） 

③土曜授業[第２回学校見学会]参観（６／１７） 

○上記①～③の感想と評価、学校の課題検討 

④３年道徳人権公開授業参観（６／２２） 

７ 
  ◆四日市版ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ運営協議会委員研修会（７／８） 

⑤中体連三泗予選参観（７／２１～２３） 

８    

９ 

 
 
18 

 
 
第３回運営協議会 

⑥土曜学習（親子愛校作業）参画（９／２） 

⑦地域防災訓練参加（９／３） 

○前期分の教育活動の感想と評価 後期に向けて  

○学校自己評価検討 

⑧体育祭参観（９／１３） 

⑨２年生道徳公開授業参観 

⑩１年地域スペシャリスト授業参観 

10   ⑪土曜授業[第３回学校見学会]参観（１０／２８） 

11 

 
２ 

 
第４回運営協議会 
 
 

⑫文化祭参観（１１／２） 

○上記⑧～⑫の感想と評価 

H29学校づくりビジョン見直し 

◆四日市版ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ運営協議会委員長会 

⑬２年職場体験学習見学（１１／１４～１６） 

12    

１   ⑭四日市幼稚園合同避難訓練（１／８） 

２ 

 
20 

 
第５回運営協議会 
 

⑮２年道徳人権公開授業参観（２／６、２／８） 

○後期分の教育活動の感想と評価 

○学校自己評価集計結果などを基にした学校関係者評価 

○各部会より 

○次年度への展望 

３   ⑯卒業式出席（３／８） 
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